（様式１－１）
国際科学技術コンテスト支援事業　企画提案書
（科学オリンピック・課題研究コンテスト）
	ふりがな
	

	実施機関名

	

	ふりがな
	

	実施責任者名
（役職、氏名）
	

	所在地
	〒

	連絡先　
	電　話：
ＦＡＸ：
E-Mail：

	ふりがな
	

	実施主担当者名
（役職、氏名）
	

	所在地
	〒

	連絡先　
	電　話：
ＦＡＸ：
E-Mail：

	
	

	参加する

国際大会の名称
	

	実施する

国内大会の名称
	


1． 企画の目的、目標
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点１．(1)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。
	（１）企画全体の目的
企画に参加する中高生に与える効果、参加者以外に及ぼす波及効果のそれぞれの観点から、本企画を実施する目的を記載すること。


	（２）本支援期間中の目標

	概要
	定量的な指標
	目標値

	・これまでの活動実績も踏まえて、企画全体の目的やコンテストの運営基盤の安定化に向けて本支援期間中に達成したい目標を、その実現の方策と併せて記載すること。
・定義した目標のうち定量化可能な項目は、右欄に目標値とともに記載すること。

	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


2． 活動実績・活動計画の概要
（様式１－２）に記載すること。
3． 開催する国内大会の内容
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点１．(2)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
（４）（５）については、これまでの活動実績に比して本支援期間中に改善・充実を図る事項があれば併せて記載すること。
	（１）国内大会の概要

・名称、主催者、開催趣旨、開催回数、実施概要（試験方法、試験会場数等）について。
（２）参加規模

・参加生徒数等の実績（過去３年分）について。
（３）国内大会実施
・どのような層を主たる対象として国内大会を開催し、どのような資質・能力をもった中高生を選抜・育成することを企図しているか、わが国の科学技術をリードしうる人材育成および国際大会において活躍することが可能となるように、試験や競技の内容（作問など）や審査や選抜の方法等に十分な工夫や配慮がなされ、高い競争的な競技環境が作られているかについて。
（４）選抜のプロセス・研修
・参加者の募集～日本代表選手選抜～国際大会参加までの一連のプロセスと取組が、参加する生徒の能力伸長や意欲喚起の機会として適切かについて。
・国際大会への参加者（以下「日本代表選手」という。）を選抜するプロセスの中で行われる研修・交流等について（日本代表選手決定後に当該選手に対して行うものについては、「４．参加する国際大会の内容」の欄に記載すること）。
（５）参加する生徒や指導者の意欲喚起の取り組み

・成績上位者の顕彰や表彰の取り組み、試験結果や審査結果のフィードバックについて



４．　参加する国際大会の内容
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点１．(3)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
（４）については、これまでの活動実績に比して本支援期間中に改善・充実を図る事項があれば併せて記載すること。
	（１）国際大会の概要

・名称、主催者、開催趣旨、開催回数、大会実施内容について。
（２）参加の規模

・参加国・地域数、参加選手数および我が国からの参加実績（直近３回分）について。
（３）国際大会参加の意義

・当該国際大会へ参加することにより期待される効果、科学技術をリードし、グローバルに活躍しうる人材育成への貢献等について。
（４）日本代表選手に対する研修・人材育成
・日本代表選手に対する研修等強化訓練において適切な能力伸長の機会が設けられ、さらに、国際大会で活躍しうる人材育成を企図しているかについて（現状に対しての今後の改善・充実事項）。



５．　広報普及活動
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点１．(4)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
	（１）対象となる中高生に対する周知の活動
・国内大会の周知および裾野拡大のための取組、広報の方法などについて。

特に、様式１－２において、参加者数が今後更に拡大するとしている場合、どのような層に対してどのように企画を周知することにより実現するか、具体的に記載すること。
（２）成果の普及
・選抜のプロセスとは別に行う中高生向けの研修や指導者を対象としたセミナーの開催、試験問題・解説や優秀作品の公開等、成果の普及に向けた取り組みについて。

（３）社会一般へのコンテストの認知・訴求力の向上に向けた取り組み
・主たる対象とする中高生への周知の取り組みに加えて、コンテストに挑戦する中高生が顕彰される環境の醸成や、産業界等からの理解と支援を獲得するための広報の取り組みについて。



６．　実施体制

選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点１．(5)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
	（１）運営組織の実施体制、委員会等組織図
・全体の実施体制、組織図、各組織の役割について。なお、個人名は記載しないこと。

（２）事務局体制
・人員体制と各人の役割、専任か兼任かについて。なお、個人名は記載しないこと。

（３）運営組織と申請機関との関係
・上記（１）、（２）の運営組織と申請機関との関係について。

（４）主催、共催、後援等




７．資金計画
選考においては「募集要項のⅤ．審査の観点１．(5)」に基づいて提案の実効性や有効性を審査することから、様式１－３(1)および(2)に記載の上、その観点について漏れなく記載すること。記述欄が不足する場合は適宜、拡大すること。
	（1） 資金計画
・大会を安定的・継続的に実施できる資金計画となっているか。
（2） 持続可能な経営基盤の確立に向けた財務基盤の改善に向けた取り組み
（3） ＪＳＴ支援金以外の収入の確保・拡充のための今後の取り組み
（４）活動の効率化

・限られた予算の中で取組を拡充するための方策、取り組みを維持しながら支出を減らす方策等について。



